
1．“泉州 RUSH”プロジェクト活動概要

本論は、大阪観光大学学生有志による“泉州 RUSH”
プロジェクト活動報告－IV－である。前報告－III－
（「大阪観光大学紀要」第 14号）後から本稿執筆までの
概ね 2014年春から 2015年年度末までの活動の概要を
記す。
“泉州 RUSH”プロジェクトは、泉州地域で観光を学
ぶ学生の視点で新たな地域魅力を発見・発信していくこ
とを目標に、筆者のゼミナール 7期生が立ち上げたプ
ロジェクトである。当ゼミナールではそれに先立つ
2006年度頃から、当時の 5期生らと共に地域でのフィ
ールドワークを行っていたが、2008年の RUSH プロ

ジェクト発足から産官と連携した活動が始まった。
2009年 4月、地域連携講座「泉州観光学入門」が開

講され、それがきっかけとなって同年秋から、泉州 9
市 4町と大阪府および関西国際空港による「泉州プロ
モーション実行委員会」（当時）が推進する泉州広域プ
ロモーション事業に参画する機会を得た。同委員会が展
開する「泉州地域プロモーションバスツアー」に、
2009・2010年度の 2回、コース提案、広報紙デザイ
ン、ツアー当日の添乗補助で参加した。
熊取町では、2010年に「熊取町協働憲章」が策定さ

れ、2011年度から「住民提案協働事業」制度が始まっ
た。RUSH プロジェクトは「観光による地域のにぎわ
い創造」を提案して採択され、事業実施に至る。RUSH
プロジェクトの提案事業は、翌年度、翌々年度も採択さ
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れ、‘同一テーマ 3年’の規定により 2013年度に一旦
終了した。2014年度においては、「地域活性化事業合意
書」を取り交わして実施した。2011年度からの 3年間
の取り組みに一定の評価をいただいたものと考える。
2015年度には、協働事業に「行政提案型」区分が新

設された。企画部シティプロモーション推進課により、
「熊取町の魅力を内外に発信する事業」の募集があり、
RUSH プロジェクトとして応募、プレゼンテーション
審査を経て採択された。
提案内容は、地域連携講座の開講と地域プロモーショ

ンバスツアーの実施である。地域連携講座は 2009年度
から開講しているものであるが、さらに継続する。講座
は一般に公開し、学生と地域住民が地域についてともに
学ぶ場とする。地域プロモーションバスツアーについて
は、熊取町および町隣接地域を目的地とする着地型企画
旅行「味わい泉州－熊取旬の旅－」を、さらに、町内交
流イベント「大人の社会見学」を実施する。前者は、主
として大阪市内や北摂地域など泉州以外の方がたに泉州
の魅力を知り味わっていただく日帰りバスツアーで、
2011年度から継続しているものである。後者は、地域
住民を対象とする交流イベントで、2012年度から継続
しているものである。

2．熊取町との協働事業

（1）熊取町住民提案事業への参画
前述の通り、熊取町では、「熊取町協働憲章」に基づ

き行政と住民による協働の町づくりが推進されている。
泉州 RUSH プロジェクトは、地域で観光を学ぶ若者の
視点で地域振興をテーマに事業提案を行い、住民部にぎ
わい創造課と協働で事業を進めてきた。
2014年 4月には、企画部シティプロモーション推進

課が開設され、それ以降、同課の支援を受けて事業を推
進している。

（2）着地型企画旅行「味わい泉州－熊取旬の旅－」の
実施

地域情報の発信を目ざして、着地型企画旅行「味わい
泉州－熊取旬の旅－」バスツアー事業が実施されてい
る。このツアーの最大の‘売り’は、学生の企画・案内
で泉州の伝統産業や地場産品を紹介し、参加者にこの地
域の魅力を知ってもらうことにある。地域連携講座を通
してプロジェクトメンバー自身も泉州について学びなが
ら、毎年新たなコースを提案している。

2014年度は、天王寺を出発、長池オアシス（農林水
産省「ため池百選」、大阪ミュージアム構想「みどり・
自然部門ベストセレクション」）でオアシスとハスの花
の鑑賞、ハスの実入りぜんざいやハス茶、象鼻杯を体
験、その後、野菜出荷協議会水なす部会長さんの水なす
畑を見学し浅漬けを試食した。JA 直売所に立ち寄り、
交流センター煉瓦館内のフレンチレストランで地場産品
の昼食、その後は煉瓦館（経済産業省近代化産業遺産）
と隣接の中家住宅（国指定重要文化財）の見学、藍染め
・ハスの実クラフト・水なすの浅漬け体験を行った。
RUSH オリジナルの冷菓“包近桃のゼリー”試食後、
泉佐野漁協に立ち寄り、大阪市内で解散した。
長池オアシスの見学とハスの実クラフトでは長池オア

シス管理会の皆さんに、藍染め体験はわたっ子クラブの
皆さん、浅漬け体験は婦人会の皆さんに、それぞれご案
内やご指導をいただいた。
2015年度は、恒例の長池オアシス見学の後、水なす

畑の見学と収穫体験を行った。水なすは大変デリケート
な野菜で傷がつきやすく、旬を迎える時期にあって病気
が持ち込まれるなどがあると影響が大きいとのことでそ
れまで実現が難しかったが、水なす部会長さんのご好意
で畑での収穫体験が初めて実現した。地場産品の昼食
後、各自が収穫した水なすを用いてぬか漬けづくりを行
った。その後はオリジナルの“みかんプリン”の試食、
秋にオープン予定の新施設「永楽ゆめの森公園」（建設
現場）の見学、漁協に立ち寄り、天王寺にて解散した。
ここでも、長池オアシス管理会の皆さん、婦人会の皆

さんにお世話になった。
ツアーバスの交流センター到着時には町長とマスコッ

トキャラクター“ジャンプ君”・“メジーナちゃん”の出
迎えがあり、だんじり前で写真撮影が行われた。煉瓦館
や中家住宅、永楽ゆめの森公園見学にあたっては役場の
関係課職員に案内いただいた。シティプロモーション推
進課の皆さんには、ツアー当日の同行を始めツアー前後
随所で支援いただいた。
ツアーには、毎回、RUSH プロジェクトが考案した

オリジナルスイーツの試食を組み込んでおり、5年間の
うちには、水なすのコンポート、包近桃ゼリー、みかん
プリンなどを提供してきた。今回もオリジナルスイーツ
の調理は、レシピ開発で指導いただいている山中弓子さ
ん（全国学校調理師連合会名誉会長）が協力下さった。
また、一般募集で催行するにあたり、卒業生の縁で、第
2回目以降、主催の取り扱いを旅行会社クラウン観光公
社にお願いしている。
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参加者の募集には毎年苦戦しながらも、幸い、新聞各
社に告知記事が掲載されそれなりの反響があり、定員一
杯、時にはキャンセル待ちも出る盛況で催行できてい
る。
ツアー中の誘導や案内、バス車内でのガイドは

RUSH メンバーが分担して担当しているが、行き届か
ない点も多々あり、毎回、参加者からの指摘やアドバイ
スをいただいている。参加者アンケートでは、見学・体
験・食事・学生の案内など概ね高評価をいただいてい
る。

（3）地域交流イベント「大人の社会見学 in Kumatori」
の実施

日帰りバスツアーが泉州地域外の方がたに地域の魅力
を発信することを目的としているのに対し、「大人の社
会見学 in Kumatori」は熊取町住民に向けたイベント
であり、町民の地域再発見と、町民同士また町民と学生
との交流促進が目的である。2012・2013年度は「旬の
熊取を五感で楽しもう！」をテーマに実施したが、
2014・2015年度は泉州地域の多様な資源について“学
ぶ”ことを目標に企画した。
2014年度においては、移動に地域のコミュニティー

バスを利用することとなり座席数が限られ、12名を募
集した。地元の伝統の菓子工場見学と町内の永楽ダムの
監査廊を見学、昼食は本学でオリジナルメニュー試食を
楽しんでいただいた。
菓子工場見学では菓子が製造されるまでの行程を見学

し、焼きたての和菓子を試食した。永楽ダムは桜の名所
でもあり町民誰もが知る施設であるが、監査廊の見学や
ダムの水から生産された上水の試飲の機会はほとんどな
いため、貴重な体験となったようである。本学到着時に
は高層階から地域の眺望を楽しんでいただき、その後、
学生食堂での試食会となった。メニューは、本イベント
に向けて、プロジェクトメンバーが山中弓子先生ととも
に開発したものである。当日は山中先生を始め調理師連
合会の皆さん、JA 大阪泉州「こーたりーな」に総菜コ
ーナーをもつ伐栗氏らの協力を得て、犬鳴きポーク（関
紀産業）をメインに、地場産品を使ったフルコースメニ
ューを提供した。
2015年度は、企業博物館である大阪ガス科学館と、

前年度に引き続き永楽ダム監査廊を見学した。昼食は、
山中先生が運営されている農家レストランにお世話にな
った。山中先生とは事前にメニューの打合せを行い、食
後には RUSH 考案の玉葱のデザートを提供した。

シニア世代の参加者に混じってお子様連れのファミリ
ー参加もあり、にぎやかなイベントとなった。参加者ア
ンケートには、「改めて地元の魅力を発見した」「楽しい
体験をした」などの意見が寄せられた。
本イベントでも町職員の同行支援をいただいた。

3．地域連携「泉州観光学講座」の開講

「泉州観光学講座」は、座学とフィールドワークから
なる。座学は、本学教員、熊取町・泉佐野市を始めとす
る観光行政担当者、地域の産業関係者らによるオムニバ
スで展開されている。全 15回のうち半数ほどを地域連
携講座として公開しており、各回 10数名の一般の聴講
があった。プログラムは、表－1、表－2の通りである。
フィールドワークは、学生が地域の歴史や文化財、伝

統産業や地場産品などについて学ぶことを目的として、
担当教員の指導のもとで学生たち自身が企画し、期間中
の土曜日に 2回実施した。筍や玉葱の収穫体験、藍染
め等伝統産業の体験、JA や漁協の見学、施設見学やボ
ランティア活動などが組み込まれ、学生たちは楽しみな
がら地域についての理解を深めた。
開講にあたり、一般聴講者への対応、フィールドワー

クの企画運営補助などに RUSH メンバーが協力してい
る。ゲストスピーカーによる講義や地域実習、地域住民
との交流は、プロジェクトメンバーにとっても協働事業
として実施するプロモーションバスツアーに向けたよき
学びの場となっている。

表－1 地域連携「泉州観光学講座」（2014年度）

日程 テーマ 講師

第 1回
（5/8）

泉州 RUSH プロジェクト
活動報告

泉州 RUSH プロジェクト

第 2回
（5/15）

「泉州観光学ことはじめ」 大阪観光大学名誉教授
中尾清

第 3回
（5/22）

「泉佐野市の観光資源と取
り組み」（1）

泉佐野市生活産業部
まちの活性課 西納久仁明

第 4回
（5/29）

「熊取町の観光資源と取り
組み」（1）

熊取町住民部自治振興課
下中豊博・森祐一

第 5回
（6/5）

「泉佐野市の観光資源と取
り組み」（2）

泉佐野市生活産業部
まちの活性課 西納久仁明

第 6回
（6/12）

「熊取町の観光資源と取り
組み」（2）

熊取町企画部シティプロモ
ーション推進課
蓑原大祐・久堀愛美

第 7回
（6/19）

「根来街道の観光資源を巡
る」

泉南市市民生活環境部
産業観光課 水田好彦
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4．その他の活動および活動報告会の実施

（1）「農業祭」への参加
「熊取産業振興ビジョン」（2011年）を受け、2012年
12月、第 1回「熊取ふれあい農業祭」が開催された。
町内農業者と住民の交流を通して農業への理解を高め農
業振興を図るとともに、地域のにぎわい創出を目指すも
のであって、野菜市、品評会出展野菜展示、伝統料理
（熊取雑煮他）の提供、地元野菜を使った料理販売、農
地見学・収穫体験、その他の体験コーナーやステージパ
フォーマンスなどが行われた。
産業ビジョンの策定にあたっては、当時の RUSH メ

ンバーが学生代表として参画したが、農業祭実施に向け
た「にぎわい創造会議」にも、学生代表としてプロジェ
クトメンバーが加わっている。第 3回（2014年度）は
黒田みさ、2015年度は日根野谷悠真と有馬知佳の 2名
が、会議に参加している。農業祭当日には、収穫体験バ
スツアーの誘導案内、また、RUSH プロジェクトとし
て毎年ブース出展し、地域住民との交流を図っている。

（2）「イルミネーションナイト－光の回廊－」への参加
冬場のにぎわい創造を目的として、2014年度から新

たに「熊取イルミネーションナイト」が実施されてい

る。12月に入ると装飾が始まり、中旬の土曜日に煉瓦
館・中家住宅を会場として「光の回廊」イベントが行わ
れた。中家住宅内には町民により作成された行灯が飾ら
れ、庭には雪だるまやハートなどの作品がキャンドルホ
ルダーで描かれた。
RUSH プロジェクトからは、2014年度には宋榮弼

が、2015年度は宋榮弼と柳澤詠美の 2名が、学生運営
委員として参加した。イベント当日は RUSH メンバー
総出で光の回廊づくりに協力、2014年は熊取町のキャ
ラクター「ジャンプ君」をキャンドルホルダー 300個
を用いて作成した。2015年は「ジャンプ君」と「メジ
ーナちゃん」を作成した。

（3）‘食’プロジェクト
山中弓子先生に指導いただきながら、地場産品を使っ

た調理実習やレシピ開発に取り組んでいる。フィールド
ワークや協働事業を通して苺・筍・玉葱・水なすなど地
場産品の収穫体験の機会を得ており、2015年の「大人
の社会見学」の昼食時には、玉葱を使ったオリジナルデ
ザートを提供した。泉州玉葱丸々 1個を使ったスイー
ツは参加者に好評であった。
開発したオリジナルレシピの一部は「山中弓子先生＆

泉州 RUSH プロジェクトのコラボレーションレシピ」
として、地元新聞ニュースせんなん紙に公開されてい
る。また、シティプロモーション推進課発行の「くまと
りレシピブック」（2015年）に、RUSH プロジェクト
発案の“水なすのコンポート”“水なすの犬鳴ポーク肉
詰め”“ビシソワーズ”“季節野菜サラダ”が掲載され
た。

（4）活動報告会
協働事業については、年度末の町への報告書の提出と

ともに、本学の「明光祭」で事業報告会を実施してい
る。また、ゼミナールで出店の模擬店内に RUSH プロ
ジェクト活動に関する掲示を行い、地域住民や卒業生を
含む交流の場としている。

5．最後に

RUSH プロジェクトが発足し 8年目となる。3月に
は 4年生が卒業し、4月には新 3年生が新たに加入す
る。毎年約半数のメンバーが入れ替わりながら、常時
10数名の学生が RUSH プロジェクトに係わっている。
2015年度は、13期生の日根野谷悠真、宋榮弼、劉伝、

第 8回
（6/26）

「岬町の観光資源と取り組
み」

岬町まちづくり戦略室
保井太郎

表－2 地域連携「泉州観光学講座」（2015年度）

日程 テーマ 講師

第 1回
（5/7）

「泉州観光学ことはじめ」 大阪観光大学名誉教授
中尾清

第 2回
（5/14）

「熊取町の観光資源と取り
組み（1）」

熊取町企画部シティプロモ
ーション推進課
久堀愛美

第 3回
（5/21）

「熊取町の観光資源と取り
組み（2）」

熊取町住民部自治振興課
大雄英行

第 4回
（5/28）

「泉佐野市の観光資源と取
り組み（1）」

泉佐野市生活産業部
まちの活性課 西納久仁明

第 5回
（6/4）

「エコフィードの活用と 6
次産業化の取り組み」

有限会社関紀産業
川上幸男

第 6回
（6/11）

「根来街道の観光資源を巡
る」

泉南市市民生活環境部
産業観光課 水田好彦

第 7回
（6/18）

「泉佐野市の観光資源と取
り組み（2）」

泉佐野市生活産業部
まちの活性課 目武

第 8回
（6/25）

「岬町の観光資源と取り組
み」

岬町まちづくり戦略室
保井太郎
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李林波、14期生の柳澤詠美、有馬知佳、仁科優、ミン
タンダーウー、ポーピュインピューチョー、ティティチ
ーらが本プロジェクトを推進した。男子 3名、女子 7
名の総勢計 10名、日本・韓国・中国・ミャンマーとか
つて無い多国籍チームとなった。
さて、2014年 4月には役場企画部にシティプロモー

ション推進課が設置され、地域の交流人口の拡大、転入
促進に向けた様ざまな施策が展開されている。2015年
度には、「食のブランド創造会議」、「モノのブランド創
造会議」、「まち・ひと・しごと創生推進会議」など地域
振興・地域活性化に向けた新たな会議が発足し、RUSH
メンバーもそれぞれ学生委員として会議に参加してい
る。
2015年秋の明光祭で 13・14期生が事業報告を行っ

た。その聴衆の中に、第 1回目の協働事業に関わった 9
期生の姿があった。9期の卒業生たちは、自分たちが学
生時代に試行錯誤で始めた活動が着実に後輩たちに引き
継がれていることを喜び、報告を行った 13・14期の現
役学生たちは、ツアーポスターの中で見かけていた上級
生が自分たちの発表に耳を傾け活動の継続を喜んでくれ
たことに感動した。その光景に出会った筆者自身には教

員冥利につきる瞬間であった。
活動でお世話になっている方がたや交流のある方がた

が学祭を機会に来校され、感想やアドバイスを下さった
り、現役メンバーたちが知り得ない上級生の情報を寄せ
て下さる。地域への貢献が果たしてどれだけできている
のか心許ないが、活動を継続するなかで学生たちが得て
いるものは多い。
町との協働事業も 5年が経過し、新たな方向性を模

索する時期にさしかかっている。2016年度の事業も確
定しており、今後は町の転入促進と連動した協働事業を
目指す予定である。知識の蓄積や経験の継続性などの課
題はあるが、5年間で得たものを次への力とし、次の 5
年を目指しさらに活動を推進していきたい。

【謝辞】
泉州 RUSH プロジェクトの活動にかかわって下さった全
ての皆様に感謝いたします。

【付記】
熊取町住民提案協働事業実施にあたり熊取町から補助金を
いただいた。
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2015.8.1. 観光経済新聞2014.8.2. 観光経済新聞

2015.7.16. 朝日新聞

2014.7.5. 観光経済新聞

2014.7.12. 毎日新聞

2014.7.4. 朝日新聞

資料 2

山中弓子氏 & RUSH オリジナルレシピ
2013.12. ニュースせんなん

「味わい泉州̶熊取旬の旅̶」ポスター 2014 年・2015 年
デザイン：K.Kuramitsu & RUSH

資料 1
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資料 3

くまとりレシピブック

資料 4

1.「味わい泉州̶熊取旬の旅̶」（2014・2015）

2. 交流イベント「大人の社会見学」（2014・2015）
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3. 地域連携講座

4. 地域フィールドワーク

5. 農業祭

6. イルミネーションナイト

8. その他

7. 活動報告会
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